
伊勢崎市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例をここに公

布する。 

  令和２年１０月２日 

 

伊勢崎市長 五十嵐 清 隆 

 

伊勢崎市条例第３０号 

伊勢崎市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 

伊勢崎市職員の特殊勤務手当に関する条例（平成１７年伊勢崎市条例第４６

号）の一部を次のように改正する。 

附則に次の見出し及び２項を加える。 

（新型コロナウイルス感染症により生じた事態に対処するための防疫等作業

手当） 

３ 消防事務に従事する職員が、新型コロナウイルス感染症（新型コロナウイ

ルス感染症を指定感染症として定める等の政令（令和２年政令第１１号）第

１条に規定するものをいう。以下同じ。）から市民の生命及び健康を保護す

るために緊急に行われた措置に係る作業であって市長が定めるものに従事し

たときは、防疫等作業手当を支給する。 

４ 前項の防疫等作業手当の支給額は、１当務につき３，０００円（新型コロ

ナウイルス感染症の患者の身体に接触して行う作業その他市長がこれに準ず

ると認める作業に従事した場合にあっては、４，０００円）とする。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行し、この条例による改正後の伊勢崎市職員の

特殊勤務手当に関する条例の規定は、令和２年４月２日から適用する。 

 

伊勢崎市介護保険条例の一部を改正する条例をここに公布する。 

  令和２年１０月２日 

 

伊勢崎市長 五十嵐 清 隆 

 



伊勢崎市条例第３１号 

伊勢崎市介護保険条例の一部を改正する条例 

伊勢崎市介護保険条例（平成１７年伊勢崎市条例第１１４号）の一部を次の

ように改正する。 

附則に次の１項を加える。 

（新型コロナウイルス感染症の影響により収入の減少が見込まれる場合等に

おける介護保険料の減免の特例） 

１２ 新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成２４年法律第３１号）附則

第１条の２第１項に規定する新型コロナウイルス感染症の影響により世帯の

生計を主として維持する者の収入の減少が見込まれる者その他の市長が別に

定める者の減免に係る第１０条第２項の規定の適用については、同項中「普

通徴収の方法により保険料を徴収されている者については納期限前７日まで

に、特別徴収の方法により保険料を徴収されている者については特別徴収対

象年金給付の支払に係る月の前前月の１５日まで」とあるのは、「市長が別

に定める期限まで」とする。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（適用区分） 

２ 改正後の伊勢崎市介護保険条例附則第１２項の規定は、令和元年度分及び

令和２年度分の介護保険料であって、令和２年２月１日から令和３年３月３

１日までの間に納期限（介護保険法（平成９年法律第１２３号）第１３１条

の規定による特別徴収の場合にあっては、特別徴収対象年金給付の支払の日。

以下同じ。）が定められているもの（令和２年２月１日以降に納期限が定め

られている介護保険料のうち、被保険者の資格を取得した日から１４日以内

に介護保険法第１２条第１項の規定による届出を行わなかったために令和２

年２月１日以降に納期限が定められたものを除く。）について適用する。 

 


